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６
月
５
日
㈯
、「
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
に
よ
る
総
会

及
び
研
修
会
」
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
講
師
に
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
東
京

か
ら
の
参
加
な
が
ら
、
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
連
合
会
の
常
務
理
事
で
あ
る
又
村
あ
お

い
氏
に
ご
協
力
願
い
「
令
和
３
年
度
報
酬
改

定
を
受
け
た
今
後
の
事
業
所
運
営
」と
題
し
、

事
前
に
会
員
事
業
所
に
実
施
し
て
い
た
緊
急

実
態
調
査
の
結
果
も
交
え
て
お
話
し
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
又
村
氏
か
ら
は
「
良
い
か
、
悪
い

か
の
評
価
を
別
に
し
て
、
事
実
だ
け
を
述
べ

れ
ば
、
今
回
の
報
酬
改
定
は
全
体
で
は
０
・

56
％
の
プ
ラ
ス
改
定
と
さ
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
個
々
の
事
業
毎
で
見
て
い
く
と
、
国
の

政
策
の
方
向
性
と
ず
れ
て
い
た
り
、
経
営
実

態
調
査
で
黒
字
に
な
っ
て
い
る
事
業
な
ど

は
、
基
本
報
酬
や
加
算
等
が
削
減
さ
れ
て
い

る
。」と
の
解
説
が
な
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

そ
の
分
が
今
回
の
改
正
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

①
「
重
度
化
、
高
齢
化
へ
の
対
応
」

②
「
質
の
高
い
相
談
支
援
の
提
供
」

③
「
効
率
的
な
就
労
支
援
」

④
「�

精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
」

の
分
野
に
振
り
分
け
ら
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
あ
る
多
く
の

事
業
所
が
改
定
後
、
減
収

の
見
込
み
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
当
然
予

想
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
お

話
が
続
き
ま
し
た
。

　

同
氏
か
ら
は
、
こ
れ
ら

の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た

う
え
で
、
各
事
業
所
は
10

～
15
年
後
に
向
け
、
国
の

政
策
の
方
向
性
を
見
極

め
、
今
か
ら
組
織
や
事
業

の
在
り
方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
と
の
話
し
が
な
さ
れ
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
多
角
化
」
と
「
集
約
化
」
で
は
な
い

か
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
小
規
模
で

単
体
事
業
を
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
て
も
10
年

後
は
ジ
リ
貧
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
事

業
を
多
角
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
の

分
散
化
を
図
る
か
、
法
人
同
士
の
合
併
な
ど

で
規
模
を
大
き
く
し
て
い
く
必
要
が
生
じ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
報
酬
改
定
は
確
か
に
重
要
な
制

度
で
は
あ
る
も
の
の
「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
報
酬
を
動
か
す
こ
と
で
解
決
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
根
本
的

に
は
「
障
害
者
総
合
支
援
法
の
改
正
」
な
ど

を
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
お
話
を
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
危

機
感
を
抱
き
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
会

員
事
業
所
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
情
報

提
供
や
交
流
を
大
切
に
し
、
改
め
て
事
業
所

運
営
に
関
す
る
研
修
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

副
会
長
（
全
国
運
営
委
員
）
門
内　

勇
治

令
和
３
年
度
の
報
酬
改
定
を
受
け
て

道
内
事
業
所
の
実
態
及
び
、今
後
の
対
応

・�処遇改善加算を取得していない事業所が２割。区分は
別としても取得を検討しては
・�特定処遇改善加算を取得していない事業所が約８割。
加算申請方法や規程の整備などを学ぶ機会が欲しい
・�就労Ｂの施設外就労支援加算の撤廃により73％の事業
所が減収に。事業所によっては年間1,000万円減とい
う事業所もあった
・�生活介護は90％、共同生活援助は64％が減収見込みと
回答
・�道事業所協議会には、制度説明の研修や事業所間で気
軽に質問相談できる関係づくりが求められている

令和３年度報酬改定による緊急実態調査結果（概要）
※調査対象は会員事業所
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１
９
９
５
年
「
手
を
つ
な
ぐ
」
10
月
号
に
は
、
次

の
よ
う
な
見
出
し
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
会
名
決
ま
る

　
　
「
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」

～
本
人
と
共
に
歩
む
意
思
を
前
面
に
～　

　
「
全
日
本
精
神
薄
弱
者
育
成
会
」
か
ら
「
全
日
本

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
と
い
う
新
し
い
会
名
に
決
め

ま
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
、

①�

「
精
神
薄
弱
」
と
い
う
言
葉
は
使
用
し
な
い
。
そ

の
意
思
を
は
っ
き
り
と
示
す
。

②�

親
中
心
の
会
か
ら
、
本
人
と
親
と
共
に
歩
む
会
と

す
る
。
さ
ら
に
関
係
者
や
市
民
等
を
加
え
た
み
ん

な
の
会
と
い
う
意
思
を
表
す
。
そ
の
意
思
を
「
手

を
つ
な
ぐ
」
と
い
う
言
葉
に
表
す
。

③�

「
手
を
つ
な
ぐ
」
こ
と
を
み
ん
な
の
力
で
育
て
て

い
く
。そ
の
意
思
を「
育
成
」と
い
う
言
葉
に
表
す
。

　

旭
川
市
育
成
会
の
小
黒
正
夫
会
長
は
、
最
近
出
版

し
た
「
ダ
ウ
ン
症
の
妹
と
歩
ん
で
」
の
中
で
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
ま
す
。「
１
９
９
４
年
の
徳
島
大
会

の
本
人
決
議
―
ま
さ
に
山
が
動
き
出
し
た
の
で
あ

る
。
親
が
保
護
者
と
し
て
、
障
害
を
持
つ
本
人
達
を

抱
え
込
ん
だ
り
、
か
ば
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

人
生
を
共
に
歩
む
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

組
織
的
に
も
親
の
会
は
本
人
達
の
会
と
手
を
携
え

て
、
社
会
を
変
え
、
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
く
時
代
を

迎
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
―
」
北
海
道
の
地
で

活
躍
す
る
小
黒
会
長
の
考
え
は
ま
さ
に
、
全
日
本
育

成
会
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
と
姿
勢
を
表
す
も
の
で
す
。

　

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
徳
島
大
会

の
翌
年
、
第
40
回
全
道
大
会
旭
川
大
会
に
お
い
て
、

史
上
初
め
て
と
な
る
、
本
人
大
会
を
開
催
す
る
に
至

り
ま
し
た
。
小
黒
会
長
が
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
意

を
形
に
し
た
の
で
す
。
数
え
て
今
年
は
27
回
目
を
迎

え
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
昨
年
に
続
く
中
止
を
何
と
か

避
け
た
い
と
、
本
人
た
ち
の
強
い
願
い
、
支
援
者
の

熱
い
思
い
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
次
の
よ
う
な

体
制
、
内
容
で
開
催
を
迎
え
ま
す
。

本
人
大
会
第
１
回
実
行
委
員
会
報
告

６
月
26
日

■
実
行
委
員
会
体
制

　

実
行
委
員
長

　
　

中
谷
正
志
さ
ん

　
　
　

（
岩
見
沢
本
人
会
竹
の
子
同
窓
会
）

　

副
実
行
委
員
長

　
　

山
田
誠
さ
ん
・
竹
内
雄
太
さ
ん

　
　
　

（
遠
軽
か
た
つ
む
り
の
会
本
人
会
）

　
　

三
浦
正
春
さ
ん
（
札
幌
み
ん
な
の
会
）

＊
実
行
委
員　

道
内
本
人
会　

11
団
体　

13
名

　
　
　

（�

北
風
の
会
・
岩
見
沢
ゆ
う
ら
く
会
・
名
寄
陽

だ
ま
り
本
人
部
会
・
旭
川
働
く
仲
間
の
会
・

伊
達
わ
か
ば
会
・
函
館
い
か
す
会
・
石
狩
大

地
の
会
・
ト
ウ
モ
ロ
ー
く
し
ろ
）

■
大
会
テ
ー
マ

　

「�

今
こ
そ
私
た
ち
の
気

持
ち
を
ひ
と
つ
に
し

て
差
別
の
な
い
平
等

な
社
会
の
実
現
へ
」

■
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

「�

私
た
ち
に
関
す
る
こ

と
は
私
た
ち
を
交
え

て
決
め
る
こ
と
。
こ

の
約
束
を
北
海
道
に

広
げ
よ
う
」

　

「�

コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
。
バ
ラ
の
街
、
岩
見
沢
で
虐
待
の
な
い
明
る

い
社
会
の
実
現
を
語
り
合
お
う
」

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
仕
事
と
暮
ら
し
」

《
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
》

・
藤
田
隆
一
さ
ん
（
釧
路
）

　
　
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
仕
事
や暮ら

し
に
つ
い
て
」

・
成
田
伊
織
さ
ん
（
函
館
）

　
　
「
コ
ロ
ナ
で
変
わ
っ
た
こ
と
と

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
つ
い
て
」

・
櫻
庭
虹
香
さ
ん
（
名
寄
）

　
　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
」

・
菅
原
広
美
さ
ん
（
旭
川
）

　
　
「
北
海
道
障
が
い
者
施
策
推
進
委
員

と
し
て
の
私
の
意
見
」

《
サ
ポ
ー
タ
ー
》（
進
行
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
）

・
光
増
昌
久
さ
ん

　
　
　
（
札
幌
み
ん
な
の
会　

支
援
者
）

第
27
回
本
人
大
会
も

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
！

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
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今
後
の
予
定

８
月
18
日
㈬　

障
が
い
者
就
労
施
設
等
製
品
展
示
会

　
　

19
日
㈭　
（
パ
ネ
ル
展
）（
道
庁
１
階
）

　
　
　
＊�
会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
方
式
。申
し
込
み
は
９
月
下
旬
を
予
定
。

　

日
時
：
２
０
２
１
年
10
月
27
日
㈬

　
　
　
　

12
時
30
分
～
16
時
（
受
付
12
時
）

　

会
場
：�

Ａ
Ｃ
Ｕ
―
Ａ
大
研
修
室
１
６
１
４
（
札
幌

市
中
央
区
北
４
西
５
ア
ス
テ
ィ
45
）

　

定
員
：
会
場
参
加　

北
海
道
在
住
者
限
定
80
名

　

会
費
：
１
５
０
０
円
（
資
料
代
）

　
　
　
　
＊
オ
ン
ラ
イ
ン・会
場・録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
全
て
同
額

　

主
催
：
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会

　

共
催
：
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
意
思
決
定
支
援
と
成
年
後
見
制
度
）

⑴
講
演

　

①
光
増
昌
久
氏
（�

日
本
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
学
会
代
表
）

　

②
大
友
愛
美
氏
（�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
り
ん
く

東
川
副
理
事
長
）

⑵
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

　

①
久
保
厚
子
氏
（�

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

連
合
会
会
長
）

　

②
関
哉
直
人
氏
（�

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
専
門
委
員

弁
護
士
）

　

③
曽
根
直
樹
氏
（�

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
専
門
委
員

日
本
社
会
事
業
大
学
准
教
授
）

【
補
足
】

　

主
催
団
体
で
あ
る
全
育
連
は

「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」・「
政
策

セ
ン
タ
ー
」・「
国
際
委
員
会
」・「
本

人
活
動
支
援
委
員
会
」・「
事
業
所

協
議
会
」
か
ら
な
る
５
つ
の
専
門

委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
は
、
一
貫
し
て

「
知
的
障
が
い
の
理
解
啓
発
と
権
利
擁
護
」
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
捉
え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る「
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン
推
進
研
修
会
」

を
は
じ
め
、
鳥
取
市
を
会
場
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式

で
「
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
（
み
ん
な
で
考
え
よ
う
成

年
後
見
制
度
）」
を
開
催
。
さ
ら
に
「
障
が
い
者
基

礎
年
金
」「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
障
害
者
関
連
施
設

建
設
を
め
ぐ
る
反
対
運
動
」「
成
年
後
見
制
度
」
等
、

３
件
の
全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
２
件
の

報
告
書
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
全
育
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発
表

さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
し
た

り
、
関
係
機
関
等
へ
の
要
望
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、前
述
し
た
本
年
10
月
開
催
予
定
の「
権

利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
in
札
幌
」
だ
け
で
な
く
、
来
年
２

月
に
は
、埼
玉
県
で
も
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
の
力
と
す
べ
く
、
こ
う
し
た
機
会

に
学
び
を
深
め
た
い
も
の
で
す
。

　

な
お
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
で
は

「
障
が
い
者
虐
待
防
止
法
」「
障
が

い
者
差
別
解
消
法
」
等
改
正
へ
の
動

き
の
把
握
や
、
働
き
か
け
の
検
討
、

ま
た
、「
旧
優
生
保
護
法
に
お
け
る

強
制
不
妊
手
術
」
相
談
窓
口
へ
の
協

力
、「
意
思
決
定
支
援
」「
知
的
障
が

い
の
理
解
、
啓
発
活
動
」
へ
の
支
援

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
道
育
成
会
の
独
自
事
業

で
す
。
そ
の
目
的
は

①�

カ
レ
ン
ダ
ー
購
入
を
促
進
し
つ
つ
、
多
く
の
方
々

と
交
流
、
意
見
交
換
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
育
成

会
活
動
の
啓
蒙
や
周
知
、
そ
し
て
何
よ
り
知
的
障

が
い
を
持
つ
人
々
や
そ
の
家
族
の
た
め
に
、
共
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

②�

販
売
活
動
に
よ
っ
て
得
た
収
益
は
、
育
成
会
活
動

に
還
元
し
ま
す
。
事
業
推
進
に
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
す
。

③�

知
的
障
が
い
児
者
の
作
品
発
表
の
場
は
、
現
在
で

も
残
念
な
が
ら
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発

表
の
場
と
し
て
「
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
手
作
り
し
て

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
も
挑
戦

し
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
７
月
20
日「
広
報
・

企
画
専
門
委
員
会
」
で
カ
レ

ン
ダ
ー
へ
の
掲
載
作
品
の
選

定
を
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
「
寅
年
」
！

　

お
楽
し
み
に
。

応
募
数「
80
作
品
」！

秀
作
・
力
作
・
傑
作
・
労
作
ぞ
ろ
い

い
く
せ
い
か
い
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
２
２

お

ら
知

せ
（
第
１
次　

案
内
）

第
11
回
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
in
札
幌



障がい者の願いを実現することが事業所連絡協議会

の目的です。

私たちは、『経営』と『志』の統一を目指しています。

体力のある事業所も体力のない事業所も助け合います。

あなたの事業所の入会を待っています。

社会福祉法人柏の里めむろ

障がい福祉サービス（多機能型）事業所 オークル
〒082-0003　河西郡芽室町西土狩北4線48番地2
電話（0155）62-5449 ／FAX（0155）62-7449
E-mail：athome@orion.ocn.ne.jp
URL：https://o-kuru.sakura.ne.jp

★就労継続支援Ｂ型

★主な作業
☆廃油石けん
☆EMボカシ
☆原木しいたけ

☆定員…16名

★生活介護

★主な作業
☆ゴミ袋印刷　☆パン製造販売

☆定員…18名

手をつなぐ育成会げっぽう８月号 4


